
別
記
様
式
第
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
（
第
十
七
条
関
係
）

備
考
１
氏
名
及
び
生
年
月
日
欄
は
、
明
瞭
に
、
か
い
書
で
記
載
し
、
又
は
５
号
活
字
で
印
字
す
る
こ
と
。

２
試
験
免
除
の
該
当
事
由
欄
に
は
、
法
第
9
7条
の
２
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
又
は
令
第
3
4条
の
５
に

規
定
す
る
免
除
事
由
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
免
許
証
の
記
載
事
項

の
変
更
の
有
無
欄
の
「
有
」
を
、
当
該
免
許
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
場
合
に
は
同
欄
の
「
無
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
で
囲
む
こ
と
。

４
免
許
証
の
写
し
欄
に
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
の
表
側
及
び
裏
側
を
複
写
す
る
こ

と
。

５
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

６
図
示
の
長
さ
の
単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
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運
転
免
許
申
請
書

年
月

日
公
安
委
員
会
殿

ふ
り

が
な

氏
名

生
年

月
日

受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類

試
験

免
除

の
該

当
事

由

免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
有
無

年
月

日

有
・

無

（
こ
の
線
か
ら
下
に
は
記
載
し
な
い
こ
と
。）

免許証の写し氏
名
・
生
年
月
日

本
籍
・
国
籍
等

住
所

交
付

年
月

日

年
月

日

写
真

年
月

日
ま
で
有
効

免
許
の
条
件
等

2•
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1•0 6•2

平成™�年š月˜›日 金曜日 第�™› 号官 報

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者
（
以

下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
前
段
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
の
二
の
三
と

し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
質
問
票
の
様
式
）

第
十
八
条
の
二
の
二

法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と

す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
十
六
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定

取
消
処
分
者
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
百
一
条
第
四
項
」
を
「
第
百
一
条
第
五
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
第
百
一
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
中
「
前
条
第
八
項
」
を
「
前
条
第
九
項
」
に
、「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請
書
」
を
「
特
例
更
新
申
請
書
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
八
の
二
の
申
請
書
」
を
「
前
項
の
様
式
の
特
例
更
新
申

請
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
二
十
九
条
の
二
の
三

法
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
」
を「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
及
び
第
八
項
」

に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
二
の
二
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
四
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
三
項
若
し
く
は
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
三
の
表
中
「
第
百
一
条
第
五
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一

条
の
二
第
四
項
」
に
、「
法
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
法
第
百
一
条
の
二
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条

第
三
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
」
に
、「
又
は
法
」
を
「
若
し
く
は
法
」

に
改
め
、「
取
消
し
を
受
け
た
者
」
の
下
に
「
又
は
免
許
が
失
効
し
た
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
を
除
く
。）を
受
け
な
か
つ
た

者
」
を
加
え
、「
当
該
免
許
に
係
る
」
を
「
取
り
消
さ
れ
、
又
は
失
効
し
た
免
許
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ヘ
中
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
は
一
時
限
（
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教

習
を
受
け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
二
時
限
」
を
「
、
二
時

限
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
応
用
走
行
に
つ
い
て
の
み
」
を
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
応
用
走
行
に
つ
い

て
」
に
改
め
、「
教
習
時
間
は
」
の
下
に
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
は
一
時
限
を
、
応
用
走
行
に
つ
い
て

は
」
を
加
え
、
同
号
ト
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
は
、
応
用
走
行
に
つ
い
て
の
み
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習

時
間
は
三
時
限
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
三
十
七
条
の
二
を
第
三
十
七
条
の
二
の
二
と
し
、
第
七
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
三
十
七
条
の
二

法
第
百
七
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
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